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「臨床応用を目指した医療福祉ロボットシステムの開発」特集について
　ロボティクスメカトロニクスを医療現場へ活用する試みは多く報告されています．臨床医療の場でそれらの機器を使用す
るのは医療従事者です．ロボット技術が効果的に臨床使用されるためには，医療従事者（医師・療法士・看護師など）の意見
を取り入れ，工学者も医療現場を十分に理解しながら，共に開発することも大切な要素であると考えられます．この場面では，
臨床従事者が技術について理解することも必要ですが，具体的に作り込みを行うのは工学者であり，実際にデザインする立
場である工学者が治療のプロセスを把握することが求められます．開発する機器の具体的内容を考案するのは，それを生業
としているゆえ，やはり工学者側の割合が高いのではないかと感じます．これらが臨床医療の場で受け入れられるためには，
この仕様を工学者が提案しながら，臨床現場と試作モデル等も用いて検討を重ねることが大切になってきます．そしてその
過程でも臨床現場で困っていることや発展させたいことを発見しながら具現化させていき，臨床側にとっても臨床の立場で
何を開発しているのかが十分に理解し納得が得られる状態が理想の一つかもしれません．私の経験になりますが，医療従事
者は労力を減らしたいのではなく，より定量的で高い治療効果や新たな医療的知見の展開をロボット等の新技術へ求めてい
ると感じています．このような開発の過程が難しいところであり面白いところであります．
　手や上肢機能の回復は，職業復帰を含めた自立において重要となります．また，身体運動は単関節動作だけでなく，体幹
を含めた各関節の協調運動がタスクベースで実現されなければ，十分に機能が発揮されません．そして上肢到達把持を含め
作業を行うためには空間認識機能も重要となります．これらの場面では情報機器の力が発揮されますが，看護等の医療教育
においても情報機器の応用が期待されています．本特集号では医療従事者とともに医療用機器を開発する取組みについて，
エンジニアリング・臨床という異なる知識体系の融合をいかに考えるかという点を考慮しながら，実際の各技術開発ととも
に紹介いただきます．
　最後に，本特集号の実現のためにご協力いただいた日本ロボット学会誌編集委員および事務局のみなさま，大変にお忙し
い中，本特集の趣旨についてご共感いただき，執筆を快く引受けてくださった著者の方々へ心より感謝申し上げます．本特
集号で臨床応用を目指した医療福祉ロボットシステムの開発に対し，少なからずご興味を寄せていただけることを期待し，
前書きとさせていただきます．� （坂井伸朗　九州工業大学）

特集：�臨床応用を目指した�特集：�臨床応用を目指した�
医療福祉ロボットシステムの開発医療福祉ロボットシステムの開発

【解説】	 ■	在宅利用を想定した片麻痺手指リハロボットや�
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